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第 3章 資料の選択・収集・整理 

 

3-1 学校図書館が収集する資料 

 図書館は，自校の生徒ならびに教職員に対し，「読む喜び」「知る自由」「学ぶ権利」を保障するために， 

また教職員の教育活動をサポートし教育の展開に寄与するため，収集方針，選定基準に則った以下の 

資料を収集し提供する。 

 

3-1-1 資料の種類 

 図書館における資料とは，図書・新聞・雑誌・視聴覚資料等を指す。 

・生徒，教職員の興味･関心に応える資料 

・授業，学校行事等，学習活動に必要な資料 

・人権教育，平和教育のための資料 

・生徒の人間形成に必要な資料 

・進路を考えるための資料 

・自校で作成された資料 

・郷土資料 

・図書館運営上必要な資料 

 

3-1-2 資料収集の留意点 

 資料の選択，及び収集を行う際には，『図書館の自由に関する宣言』（１９７９年改訂日本図書館協会） 

に基づき収集する。各校図書館で定めた選定基準，収集方針に従い，司書を含め図書課（係）で構成す

る資料選定委員会で資料収集を決定する。予算を有効に使い，図書館を活性化し，利用者の要求に 

応じた資料の収集ができるよう以下の点に留意する。 

①多様な，対立する意見のある問題については，それぞれの観点に立つ資料を幅広く収集する。 

②著者の思想的，宗教的，党派的立場にとらわれたり，個人・組織団体からの圧力や干渉に左右 

されたりすることなく，係の責任において収集する自由を守る。 

③生徒，保護者，教職員の意見，要望を積極的に取り入れること。司書，係教諭の個人的な関心や 

好みによって選択することはしない。 

④利用者の要求を反映させ，リクエストにできる限り応じる。また，生徒の読書意欲を損なわない 

ためにも，すみやかに対応する。 

⑤予算を考慮に入れつつ，年度ごとの計画的収集を心がけること。 

⑥自校の教育方針に基づき，授業，特別活動等あらゆる教育課程の展開に寄与できること。蔵書の 

構成バランスを考慮しつつ，教育課程の展開にそって必要度・要求度の高い物から収集する。 

⑦需要の多い分野については，難易度，分類の異なる面からの考察も含めて資料の購入に努める。 

⑧利用目的の多様さを考慮し，専門機関誌，パンフレット，ＣＤ－ＲＯＭ等幅広い収集に努める。 

⑨地域の特色を考慮した郷土資料の充実に努める。 

⑩できるだけ新しい情報に基づく資料の収集を行う。 

＊寄贈図書の受入についても同様に行う。 

＊教諭用・研究室用図書として，長期別置される性格の図書は，図書館の管理外とするとよい。 


